平成２４年度第１回

雫石・滝沢環境組合廃棄物減量等推進審議会議事録

平成２４年７月５日開催


議事録（意訳）

開始時刻　午後２時００分

１　開会

２　副村長挨拶

３  委員及び事務局紹介

４　会長・副会長の互選

５　審議等

議長　　　それではさっそく始めさせていただきます。（１）報告事項１）雫石・滝沢環境組合について、事務局より説明お願いします。

事務局　　（１）報告事項１）雫石・滝沢環境組合について

　　　　　事務局説明

議長  　　ただ今、事務局から説明がございましたが、ご質問ご意見はございますか。

委員    　一部事務組合という組織がよく分からないので質問します。この雫石・滝沢環境組合（以下「環境組合」という。）の意思決定は、環境組合の議会で決めるという理解でよろしいのでしょうか。

事務局　　議会の議決事項についてはそのとおりですが、それ以外のものについては管理者の滝沢村長が意思決定を行います。また、軽微なものについては、代決専決規程で定めた役職の者が意思決定を行います。

委員　　　そうしますと、環境組合の予算や決算を管理者が決めるということになれば、組合議会の議員さんの役割はあまりないということですか。

事務局    予算や決算は議会の議決事項となります。一部事務組合は、ひとつの自治体だと思っていただければ分かりやすいと思います。環境組合は、両町村のごみの処理を行う特別地方公共団体です。

議長　　　他にありませんか。それでは、（１）報告事項２）災害廃棄物の受入れ及び放射能の測定について、事務局より説明お願いします。

事務局　　（１）報告事項２）災害廃棄物の受入れ及び放射能の測定について

　　　　　事務局説明

議長　　　ありがとうございました。それでは災害廃棄物の受入れ及び放射能の測定について説明がありましたが、ご質問ご意見はございますか。

委員　　　相の沢のほうで放射能の数値が高いとの報道がありましたが、震災との関連はあるのでしょうか。

事務局　　相の沢ではなく県の調査研究所というところで３００数十ベクレルという値が出ました。これが昨年の５月でした。そこから本格的に他の地域も調べ相の沢周辺も調べました。今は、数値が高いところは除線する方向で進んでおります。

議長　　　放射線量測定器というのは環境組合にもあるのですか。

事務局　　はい。災害廃棄物を受入れるときに、搬入ごとに測定しなければならないので、雫石町が購入したものと同じものを購入しました。（放射線量測定器を委員に見てもらう。）

委員　　　私がこちらの会場にくるときにプラットホームを見たら、ダンプの側で何かしている人を見かけましたが、それがそうですか。

事務局　　はい、放射線量の測定は最初は職員が行っておりましたが、毎日のことですので今は環境巡視員にお願いしております。災害廃棄物の受入れ状況につきましては、先ほどの資料５ページ及び６ページに写真で紹介しております。

委員　　　平成２６年３月末までに宮古市と山田町の災害廃棄物を１３，０００ｔ処理するとのことですが、処理に対する環境組合の貢献度はどのくらいなのでしょうか。

事務局　　県内陸部全体で１日１００ｔ、太平洋セメントで１日７５０ｔ処理しております。貢献度になるか分かりませんが、処理量が多いのが北上市、次に盛岡市、そして環境組合の順になっております。可燃物の処理については概ね順調に進んでおりますが、不燃系の災害ごみが当初の県の計画よりも増えているようです。この不燃系の処理については、地元での再利用したほうがいいのですが、どのように行うかが今後の課題かと思われます。

事務局　　県によると津波による汚泥や堆積物が当初の見込よりも多くて不燃系の災害ごみが増えたようです。

事務局　　補足ですが、県沿岸部でも自前の焼却施設で災害廃棄物の処理は行っております。更に釜石市では一度廃炉にした焼却施設を再稼動して１日に１００ｔを処理しておりますし、宮古市では仮設の焼却炉を建設して１日に９５ｔ処理しており、それでも処理しきれない分として県内陸部や広域処理をお願いしているものです。

議長　　　よろしいでしょうか。それでは、（１）報告事項３）リサイクルセンターについて、事務局より説明お願いします。

事務局　　（１）報告事項３）リサイクルセンターについて

　　　　　事務局説明

議長　　　はい、ありがとうございます。それではリサイクルセンターについて説明がありましたが、ご質問ご意見はございますか。

委員　　　２点ほどお伺いします。７億円の総事業費の内訳と、リサイクル回収物の金属、その他金属、缶以外の金属とは、どんなものを想定しているのでしょうか。

議長　　　まずは総事業費のほうから説明をお願いします。

事務局　　土地はもとから所有していまして、もとにあった建物を壊して建てましたので、全て建物、機械、設備にかかっています。破砕機等、機械設備に結構かかっていると思います。

委員　　　敷地が足りなくて一旦２階に上げるという設計に成らざるを得なかったのですか。

事務局　　はい、外観を見ると広そうですが、実際、中を見ると狭いです。

議長　　　本当は、フラットのほうが作業効率は良いのでしょうね。

事務局　　はい。そうかと思います。あと、２点目については、次の審議案件で詳しく説明することになると思いますが、現在は、金属系のごみは全て金属として収集しているので、これを空き缶とその他金属に分けたいと考えています。空き缶は、アルミ缶とスチール缶に仕分けをして、その他金属は、ストーブなどを鉄くずとアルミくずに仕分けして出荷します。

委員　　　パソコンなんかはどのような処理になりますか。

事務局　　パソコンや家電リサイクル法の対象の製品に関しては、こちらでは処分できませんので、不法投棄等で回収したものは、処分を行っている機関に経費を負担して処分していただくということになっております。

委員　　　そういう形にしか成らざるを得ないですよね。

事務局　　はい。不法投棄に関しては、今年度はテレビが多いです。

議長　　　それでは、リサイクルセンターについては、よろしいでしょうか。次に審議事項に移りたいと思います。（２）審議事項１）土曜日にごみを収集することについて、事務局より説明お願いします。

事務局　　（２）審議事項１）土曜日にごみを収集することについて

事務局説明。

議長　　　ごみの分別が６分別から８分別へ変更することを検討しているということですが、これはリサイクルセンターの稼動に合わせてのことと考えてよろしいのですか。

事務局　　はい、そのとおりです。

委員　　　ということは、８月１日からということですか。
事務局　　いえ、まだ、リサイクルセンターが稼動しておりませんし、稼動してみたら不具合等が出てくる可能性もありますし、雫石町とごみの分別方法も違いますし、半年以上は周知期間として必要ですし、もっとも早くて平成２５年４月からと考えます。

委員　　　あと、やっぱり住民への周知期間も必要ではないでしょうか。

事務局　　はい、分別内容については、今よりも分かりやすくなると言いつつも、今の状況に慣れておりますので、そういったことを考えると最短ではそうかと考えております。また、土曜日の収集も絡んでくると全体的なことも考えなければならないので、すぐに実施するには難しいと思います。

委員　　　分別方法を変更することにより一番困るのが衛生指導員です。地域の住民に対して指導するのは衛生指導員ですので、決定したら実施する前に衛生指導員を集めて教育しなければならないと思います。
事務局　　はい、そのように認識しております。早くても平成２５年４月と言いましたが、リサイクルセンターはそろそろ完成しますが、周りの管理棟を含めていうと完成はもう１年くらいかかるのではという気がします。ですので、変更の時期については、平成２６年当たりかと私は考えております。その際には、衛生指導員さんには十分ご説明を申し上げまして、住民の方にも理解していただいて実施したいと考えております。
委員　　　いまお話を聞きますと、分別方法を変更する理由として、作業効率が悪いということが理由のひとつのようですが、住民からすれば今の分別の仕方のほうが分かりやすくてよいという人もいると思います。おおざっぱに分けるほうが楽なのですよ。滝沢村は楽でいいですねという声もあります。それを、更に細かく分別するということはそれなりの説明が必要と思います。

事務局　　はい、そのことにつきましても理解していただけるように十分説明してまいりたいと思います。

委員　　　確認ですが、雫石町とごみの分別の仕方も統一するという考え方でよろしいですか？

事務局　　そのことにつきましては、今後の課題と考えております。ただ、雫石町とは分別の仕方も違い、収集に関してもそれぞれでやっておりますが、組合ができたことによって、そのやり方を統一して、新たに係る経費の負担の軽減化も図れると思われますので、できる限り近づけたいなと考えております。組合の存在の意義もそのためにあると思われます。
委員　　　分別の仕方を見ると、雫石町のほうが細かく分けています。たとえば、紙製の容器包装器とか。今まで分けていたものを分けずに出すということが、ある程度関心を持って分別されていた方々にとっては、不満を持たれる方が出てくると思いますので、住民から理解をいただけるような説明をする必要があると思います。

事務局　　雫石町とも協議してできるだけ同じような方法でできたらいいなと考えております。ただし、時間は必要だと思います。

議長　　　はい、あと、どうぞ。

委員　　　土曜日もごみを収集するということであれば、日曜日以外は全て収集するということになるのですが、これをごみを出す側の視点で考えたときに、これだけこう毎日何か収集するというのは、はたして出す側にとってもいいのかどうか、ちょっと疑問なところがあります。たとえば、びんとか缶とかペットボトルを分けていたときに、今日はこれを出す明日はこれを出すというよりは、たとえば同じ日に缶とびんがあって、それを両手に持って出すということのほうがもしかしたら楽なのかなという気がします。ちなみに盛岡市だと缶、びん、ペットボトルの収集日が一緒の日になので、それをまとめて集積所におおざっぱに出すことができます。

委員　　　何曜日に何だったか覚えるところでも、けっこう大変かもしれませんね。

議長　　　毎日会社に行く途中で、ごみを投げてくる。あれが毎日になったら大変だな。いずれ、処理する視点だけではなく、いろいろな視点からご意見をいただきたいと思います。とてもいいご意見だと思いますので、まだ実施するまでに１年以上の間があると思いますので、是非、今日の機会だけではなくて、環境組合にご提言いただければと思います。

事務局　　お願いします。今日、こういった会議の場というのはなかなか年何回もというわけにはいかないものですから、普段いろいろ意見を寄せていただけるように、是非お願いいたします。
議長　　　はい、どうぞ。

委員　　　このように細かく曜日ごとに回収するものを絞り込むということは、集める側にとっては合理的と思うのですが、一番重要なことは、リサイクル物を多く集まるような回収方法を考えること、それから有価物として売却収入が増えてリサイクルセンターの経営に貢献するような集め方を考えることと思います。そうすると村民の方からご理解いただきやすいのではないのかなと思います。そこがポイントだと思います。
委員　　　たとえば牛乳パックは、滝沢村は、普通ごみですので焼却処分になりますね。これは生協の場合は、集めて、売って収入にしております。あと、その他プラスチックやレジ袋などは、この溶融炉の性格上燃焼助剤的ものとして欲しいというのも分かるのですが、回収した有価物は組合の収入という方向で考えていただければと思います。

議長　　　はい、どうぞ。
委員　　　土曜日も回収するというのであれば、中には土曜日のうちに月曜日のごみを入れてしまう人もいる。そこを徹底しないと普通ごみと資源ごみが一緒になってしまう。そのようなことも想定されるのではないか。

委員　　　北上市ではごみの有料化を行っております。私の実家は北上市です。北上の市民はごみの有料化を行ったことにより、ごみに対する意識が変わったと言っております。現在では、４０ℓのごみの袋にごみをいっぱいいっぱい詰めこむようになりました。また、資源ごみは無料ですので分別が徹底されるようになりました。北上市の例をご参考までに報告します。
議長　　　以前のこの審議会でもごみの減量にはその方法が一番いいのではないかという話になりましたね。

事務局　　ごみの有料化は、ごみ減量化の取組みの一つと考えられますので、今後、勉強して対応していきたいと思います。

議長　　　委員のみなさまからは他に何かございませんか。なければこれで平成２４年度第１回雫石・滝沢環境組合廃棄物減量等推進審議会を閉会します。ありがとうございました。
閉会３時３０分
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